
第１学年 数学科授業展開案

１ 単元名 文字の式

２ 単元の計画

１ 文字を使った式

･1･ 数量を文字で表すこと

･2･ 文字式の表し方

･3･ 式の値 ・・・本時の学習（１／２）

２ 文字式の計算

･1･ 文字式の加法，減法

･2･ 文字式と数の乗法，除法

･3･ 関係を表す式

章末問題

b 大小の関係を表す式

３ 本時の目標

・ 文字の値を式に代入して，式の値を求めようとする。

・ 文字の値を式に代入して，式の値を求めることができる。

・ 代入する，文字の値，式の値の意味を理解する。

４ 本時の評価規準

評価規準（評価方法） Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる

【数学への関心・意欲・態度】 正の数・負の数を思い出し 文字の値を式に代入して，

文字の値を式に代入して，式の値を求 ながら，文字の値を式に代入 式の値を求めようとする。

めようとする。 して，式の値を求めようとす

（観察・ワークシート） る。

【数学的な技能】 いろいろな式で，文字に正 文字の値を式に代入して，

文字の値を式に代入して，式の値を求 や負の値を代入して，式の値 式の値を求めることができ

めることができる。 を求めることが手際よくでき る。

（ワークシート） る。

【数量や図形などについての知識・理解】 文字の値を式に代入して， 「代入」「文字の値」「式

「代入」「文字の値」「式の値」の意 式の値を求めることを通し の値」の意味を理解する。

味を理解する。 て，「代入」「文字の値「式

（発表・観察） の値」の意味を理解する。

５ 学習過程

段 形 ○教師の支援，※評価の観点と方法
学習活動

階 態 （●数学的活動における教師の支援）

つ １ 単元導入時の問題を復習する。 斉 ○ 単元の導入に考えたマグネットの課題で，

か 数量を文字式で表したことを思い出させる。



む

２ 本時の目標「式の中の文字に数をあては ○ 文字式を考えるのではなく，具体的な数量

め，その値の求め方を学ぼう」を知る。 を求めることを確認する。

３ 課題設定場面を知る。 ○ 雪が積もった天山の写真を見せ，頂上の気

（場面） 温がどうなっているかを予想させる。

天山に雪が積もったときの写真です。平地の気温と天山の頂上の気温を調べていきます。

４ 課題１を考える。

〔課題１〕

平地の気温が a ℃のとき，天山の頂上（標高約1000ｍ）の気温は，a －６(℃) で表さ

れます。

平地の気温が25℃のとき，頂上の気温は何℃でしょうか。

見 ５ 課題１の考え方を出し合う。 個 ○ 頂上の気温をどのように考えて求めたのか

通 ＜生徒の考え＞ を説明させる。

す ・ 式の a に25をあてはめる。 斉 ○ 文字式 a －６がどんなことを表しているか

・ 天山の頂上が６℃低いから。 ワークシートに記入させる。理解できていな

25－６＝19 19℃ い場合は，式の意味を説明する。

６ 「代入」「文字の値」「式の値」の用語 斉 ○ 具体的な気温をどのようにして求めるか，

について知る。 確認しながら，「代入」「文字の値」「式の

値」の用語を知らせる。

７ 課題１の平地の気温を変えて，天山の頂 斉 ● a に文字の値を代入することをカードで示

上の気温を求める。 しながら，視覚的にイメージさせる。

○ 平地の気温を変えて，値を求めさせ，代入

について習得させる。

【数学的活動】 ○ マグネットの問題にもどり，２ a＋２の場

イ 観察，操作などの具体的な活動 合でも代入を使えることを振り返らせる。

練 ８ 課題２を考える。 個

り 〔課題２〕

合



う x の値が次の場合，式６－４ xの値を求めてみよう。

(1) x＝２ (2) x＝－５

● 式の値を求めるとともに，計算する過程を

【数学的活動】 ワークシートに記述させる。

イ 観察，操作などの具体的な活動

＜生徒の予想した式＞ ※ 文字の値を式に代入して，値を求め

(1) ６－４２ ようとする。【数学的への関心・意欲

６－４×２ ・態度】（観察・ワークシート）

６－８

(2) ６－４－５

６－４×－５ ※ 「代入」「文字の値」「式の値」の意

６－４×(－５) 味を理解する。【数量や図形などにつ

６＋２０ いての知識・理解】（ワークシート）

９ 文字の値を式に代入して値を求めるとき Ｇ ● ワークシートを使ってそれぞれの考えを出

に，気を付けるポイントについて話し合う。 させるようにし、共通点や相違点を考えさせ

る。

【数学的活動】 ＜気を付けるポイント＞

ウ 自分の考えを人に伝える活動・ ・ 式の意味を理解する

人の考えを理解する活動 ・ かけ算やわり算の記号を使って，文字式

を表しなおす。

グループで説明し合う ・ 負の数を代入する数には，必ずかっこを

↓ 付ける。

全体で話し合う 斉

10 代入する際に気を付けるポイントにつ 斉

いてまとめ，確認する。 ※「代入」「文字の値「式の値」の意味

を理解する。【数量や図形についての

知識・理解】（ワークシート）

深 11 問１を解く。 Ｐ ● 文字式に文字の値を代入し，式の値を求め

め させ，ペアで答えや手順について確認させる。

る 【数学的活動】

ウ 自分の考えを人に伝える活動・ ※ 文字の値を式に代入して，式の値を

人の考えを理解する活動 求めることができる。【数学的な技能】

（ワークシート）

12 式の値についての問題をつくる。 Ｐ ● 文字式と代入する文字の値を考えるように



指示し，式の値まで求めさせる。

【数学的活動】 ● ペアで問題を出題し，式の値を求めさせる。

オ 発展的に考える活動

ま 13 本時の学習を振り返る。 斉 ● 今日のポイントとして，代入する際に次の

と ２つの点に気をつ付けたことをワークシート

め 【数学的活動】 にまとめさせる。

る カ 自分が行った活動を振り返る活 ・ かけ算やわり算の記号を使って，文字式

動 を表しなおす。

・ 負の数を代入する数には，必ずかっこを

付ける。

● 今日の授業を振り返り，式の意味を理解し

ておくことや今日のポイントが大切であるこ

となどの感想を書かせる。

※ 形態の欄の「斉」「個」「Ｐ」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。

斉･･･一斉活動， 個･･･個人活動， Ｐ･･･ペア活動， Ｇ･･･グループ活動


